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細胞増殖についてはぎ添加各濃度群と転時間依存性に

増加傾向を示し夢見Om鍔/m亙添加欝の粥時間後をこおいて

莱添加群に比L有意の差があったB捷NA 合成について
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有意に滅少 していた (図 9)ホ

以上の研究成績を---括 Lて囲最中をこ全体的な傾向とし

てまとめたq太字の朱印は着意の変化 細字の究印は有

意ではないが簡閲を示 し安平行朱印は変化なしを意味 し

ている書
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考えられたがさ浅井旦61はh隅 をこよ萎プ糖累的なaf豆も冊

TS漉u油 的CG讃瞳系により,細胞効果が塵歯細胞か

ら67:)h虹追 分猫によることを明確をこしている.濠た平
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認め爵3れ,その発現機序とLで,抗陵癒紬二感受性を持

をごこお汁て内蔵する射しモソを放出する可能性を繊暫して
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をこより予約CGの分泌上界は細胞融観 細胞数学多核綿

職殿噌狛こ必ずLJ′私起因せず,生綾取DNA脅威低下

時a)的緒言脅威及び分泌先進をこ由来するとしている曲

このようにやいわゆる細胞効梁については未だ結論は絡

細胸をい'十斗削守 ･･丁∴1/･一十 i)～.＼し恒二･侶て恒-†ili(晶t､
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添加群をこ比べ差がみ琶〕れないB本研究は細胞の形態的変
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態でのhCG〟--βgJ)着意の上界は細胞崩壊をこよるものと
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脅威低下時のhC指合成及び分泌二転進と転巣なってい
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濃度をこも関係すると思われるが夢細胞効巣が3メかこズム
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細胞増殖の抑制と関適してTeCe田も｡Y畳鮎抑制されてい
ると考えられる｡
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轄鼠 顎下腺や十二指腸のみならず甲状腺,鰐,空勝茅

野をこも存在することが明らかになっても､る申この物質は

仁虹皮の威厳を促進する因子｣という意味でE践Fと命

名され,当初はN【真二皮細胞をこのみ作用する転び)と考えられ

ていたが,その後殿研究により多彩な穫餅が)細胞の威厳ヲ

発雷,浄化をこ豪牽な殿賀臼を緒つことがわかってきたB級

毛組織に対しても圭司様約作用が考えられるわけであるが,
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についてはいくつかプラ報告があり了)8)漫9㌔Huoもら即は

蛍光抗体法で繊毛癌観梅と正常繊毛観織いずれにもその

存在を証明している書そしてそのTeC郷随軒を介して済F

がいかなる働きかけをするかかこついては未だ結論は網濁
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はそ殿作用を認めていなも､印鑑m哲ryら9さも同棲03線鷺

をしてお后′右その違いについては明確をこされていない｡
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係していると思われるがき纏胞数学DNA脅威う詔招--

も幅mid遠mgのとをきこ毒をこおいては添鉱 衆添加群問に

差が認めボブれない状態で登盲C弧--βのみが着意に増加し

ていることは興味深いところである.hCG//L蓬瑠-民9遭J遷せ

度では細胞増殖に差がないことかぎ戊すると当然と考えら
れるせ
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をこ局在しており,C内をこおいて慶生された監約-民Ⅲが,

SからのhC張度盤分泌を制御Lているのではないか
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が存在すると報告しているやこのようをこ繊毛纏胞が産生
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られるわけであるが芦糖をこ漫筏だ6度生分泌におよ接す

影響をこついてはいく-渦潮報告がある.加藤緋息)は正

常轟汗了1ItLILト産糸をHJL､て検討上F.jlJ,:果.柾'(;,I;I..L)い

ては着意をこ放蛙を促進効果を示したが,hC宅㌻βをこついて
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のとりこみの面か£こき監掴一際蓬の影響をみると乍細胞数

上界が認が減れ,萱適濃度をこ差がある獲)のの,おおむね
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